
不登校の定義
何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景
により、登校しないあるいはしたくともできない状況にあるため
に年間30日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由によ
る者を除いたもの(文科省)
ただし、30日以上の欠席はしていなくても、保健室登校や部
分登校、遅刻や早退がかなり多い者など、不登校傾向であると
とらえ、適切な支援をしていく必要がある。

不登校対策委員会
＜メンバー＞
校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、学年主任、養護教諭、
教育相談担当、特別支援コーディネーター、
(該当学級担任) 必要に応じて、スクールカウンセラー等
＜活動内容＞
① 年間活動計画･研修計画の作成と実施
② 実態把握(報告、学校生活アンケート等の実施)
③ 不登校傾向にある児童･保護者への組織的な対応
④ 保護者・地域・関係機関との連携(窓口)等
⑤ 各種センター、フリースクール、ＩＣＴによる学習支援等に
つなげることを検討する。

未然防止

早期発見

不登校対策ナビ2025

参考：
本田秀夫著 発達障害｢グレーゾーン｣の子の
不登校大全
文科省 不登校に関する基礎資料 R5 2月14日

ケース会議
＜メンバー＞
教頭、生徒指導主事、該当学年の学年主任及び学級担任
(必要に応じて 校長、教務主任、養護教諭、教育相談担当、
特別支援コーディネーター、スクールカウンセラー等)
＜活動内容＞
① 不登校傾向が見られる児童の困り感への対策検討
② 子どもの不安や悩みの共有と相談
③ 保護者等への組織的な支援

家庭では
○学校は｢不登校に陥る、おもな原因は
学校にある｣との認識をもつ。
・教員は授業力の向上、「わかる」、「楽
しい」授業づくりに努める。
・児童への｢だめ出し｣を避け、自己肯定
感、自己有用感を高める。
・授業や担任になじめない子どもの存在
を認め、失敗を怖れず、対策を模索(トラ
イ＆エラー)する。
・秩序の乱れを防ぎつつも、管理的・画
一的な指導、かくれ校則（学校生活の不
条理なルール）等に注意し、子どものマ
イペースを認める。
・家庭との連絡を密にし、子どもの本音
や変化に気づき、連携をこころがける。
・子どもの発達に支障がある場合は、友
だちや先生とのトラブルがおこりがちで
ある。その子の特性に応じて、ケース会
議や専門家に相談しながら特別な支援
を講じていく。

・遅刻や早退が増えていないか。
・元気がない、視線をそらす、不自然な
感情の高ぶりが見られるなど変化がな
いか。
・ひとりでいることが多くないか。
・他の先生からの情報はないか。

○子どもの意思や選択を大切にし、親
子関係を良好に保っておく。
・たとえ挫折があっても責めず、心の回
復力(レジリエンス)を高めておく。

○「学校に行きたくない」…
・子どもが耐えられない限界状態である
かもしれず、無理をさせない
・｢学校に行けない｣は怠けではなく、お
腹(頭)が痛い｣は仮病ではないとの認識
を持つ。
・｢学校に行きたくない理由」は、言葉に
できない場合もあるので、無理に聴こう
とはしない。たとえ言葉を発しても、決し
て否定せず、あわてず、決めつけず、
じっくり聴くようにする。
また、その理由がきっかけ(引き金)に
すぎなかったり、なかなか理解しずら
かったりする場合があるので、学校や専
門家に相談することをためらわない。
・まわりの子どもたちと比べない。子ども
には独自のペースがある。
・登校にこだわって取引したり、「休んで
いるだから」といって、本人がいやがるこ
とを強要しない。
・好きなことに没頭させるなど、心身を
癒やすことを優先し、回復力を高める。

教室が安心できる場所に

アンテナ高く

家庭が安心できる場所に

組織で対応

個別に対応まずは相談
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